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遙謳轡壊『竜静子幾多も㊥猿《多く霧畳替藍⑥蓮蹄壊《多』騙継目

都留市は遺跡の数が多く、過去の発掘調査などでたくさんの土器や石器といった遺物が出土してきました。また、

竪穴住居跡のような遺構も発見されています。皆さんが社会科や歴史の教科書で見たような縄文時代～平安時代の

土器や石器が都留市にも数多くあります。それらは都留市の歴史を考えていく中で、貴重な資料となっております。

この度、ミュージアム都留では「古代への旅～ふるさとの遺跡廣一」を開催し、古代の都留の歴史を物語る考古資料

を展示することにより、都留市の壮大な歴史の素晴らしさと身近にある遺跡のことを知っていただきたいと思います。

今回の企画展では数多い都留市の遺跡の中から、三ノ側遺跡、中谷遺跡、牛石遺跡、尾咲原遺跡を取り上げ、そ

れらの遺跡から出土した土器や石器などの遺物や遺跡の写真パネルなどを展示しております。

展示以外に体験コーナーや資料に直接触れるコーナーを設けましたので、見るだけでなく古代の魅力を肌で感じ

ていただけたら幸いです。

三ノ1則遺跡は、田原地区の土地区画整理事業に伴っ　　尾田美ノ頁遺跡は、朝日馬場にある旭小学校の建設工

て、平成13年12月から14年の4月にかけて発掘されたばか　事の前に発掘された縄文時代の遺跡で、形や模様が実

りの平安時代の遺跡で、多くの出土品が初めて公開され　しい土器が多数出土しています。
ています。

中合遺跡は、小形山にある縄事蒔代の遺跡で昭和
40年代の詞査で「耳飾りをつけた土偶」が出土した有名

な遺跡です。この遺跡は平成5年から6年にかけて、山梨

リニア実験線の建設の事前にも発掘調査されましたが、

出土した土器はこれまで市内で展示されたことがありま
せんでした。発掘調査から10年を経て、今回は山梨県立

考古博物館からそれらを借用して初めて展示しています。缶飾りをつ耽

土偶」

年石遺跡は、直径50メートルにもおよぶ大環状配石

が発見されて全国的に注目を集めた遺跡です。

誉講富ま需品収圭増 
い催よびたた描か蔵か田 ○鵜護 

く　せ塾員　　展さマ　　日 

ミュージアム都留・増田識美衝館 

開館時同　午前9時～午後4時30分（入館は4時まで） 

休館日　1月6・14・20・21・27日、2月3・10日 

観覧料金 
一　般　　　　　　300円（210円） 

高校・大学生　　　200円（140円） 

小・中学生　　　100円（70円） 

（）内は20名以上の団体料金です。 

中谷遺跡出土

「墨書土器」
三ノ側遺跡出土

▼

▲「大環状配石」
牛石遺跡

※1月4日（士）、5日（日）、2月1日（士）、2日（日）は市内

小・中学生は無料で観覧できます。
※ミュージアム都留と増田誠美術館は共通入館料となっ

ております。片方の館の入館料で両方の能の入館およ

び観覧が出来ます。

申込・間合先

都留市博物館「ミュージアム都留」℡（45）8008・℡（45）8608／分館増田誠美術館（ふるさと会館2階）℡（45）4111
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